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 幾何グループ　( 微分幾何学�位相幾何学
)
　大学で学ぶ 何学には大きく分けて二つの分野
があります�図形のつながり方を調べる位相幾何学と�図形の曲がり方や広がり方を調べる微分幾何学です�例えば位相幾何学の定理を用いると多面体の頂点と辺と面の個数の間にはある関係があ�て�これらを自由に与えること できないことがわかります�この様なことは分子としてどの
様な立体構造が可能であるかを考える際にも大切です�微分幾何学の観点からは�曲面や空間の曲がり方を表す曲率というものが�広く幾何学において大事な役割を果しています�相対性理論をはじめ物理学とも密接に関連している概念でもあります�
　曲面の曲率を積分すると�曲面のつながり方を
表す量と等しくな ます�このように�位相幾何学と微分幾何学の間には深いつながりがありす� 高等学校では� 極限や関数の連続性� 微分積分�平面や空間のベクトルを学び が�大学で ぶ
幾何学の基礎をなすのは�内容を更に発展させた微分積分学�ベクトルと行列の理論としての線形代数学です�
　幾何学は数千年の歴史を持つ人類の知的財産で
あり�現在でも物理学や他の多くの分野と相互に影響を及ぼし合いながら発展しています 数学類には幾何学の先端的研究を行 ている教員がそろ�ており�講義・演習・セミナ� 通じて幾何学の考え方を学ぶことが きます 幾何グ �プでは�次世代の幾何学を担う人材の育成に努めています�
 解析グループ　( 関数解析学� 偏微分方程式論� 確率論�　代数解析学
)
　解析の基礎となるのは１年次の微積分です�前
半では�テイラ�級数や偏微分�
 重積分など�高
校で習う微積分より一段階上の内容を学びます�
 
一方�後半では�逆に基本に戻り�
 実数の性質�
極限�微分�積分などの概念を根本から
 厳密に
定式化していくことになります�
　２年次� ３年次において� 解析学の諸分野にと�
て必須の内容である無限級数論�ベクトル解析�複素関数論�
 そしてルベ�グ積分について学びま
す�
 複素関数論は�いわば�複素数の世界での微
積分であり�
 留数定理やコ�シ の積分公式な
ど�
 通常の微積分では成立しないような不思議な
定理や
 公式に出会うことになるでし�う�
 そし
て�ルベ グ積分は積分の概念を大幅に一般化したものであり�
 ルベ�グ積分を用いることにより
 
従来では扱い得なか�たような関数の解析が可能となります
　３年次および４年次において�より専門性の高
い解析学�
 微分方程式�フ�リエ解析�確率論�
関数 �
 超関数の理論などを学びます
　最後に�
 解析学は他の様々な分野と密接に結び
つきながら
 発展してきており�これら解析の科
目を
 担当する教員の研究分野も純粋理論から応
用まで
 多岐にわた�ています�キ�ワ�ドで紹
介すると�
 代数解析�可積分系�線形及び非線形
偏微分方程式�
 関数解析�スペクトル解析�確率
過程�
 確率解析などです�
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 情報グループ　( 数理論理学�数理統計学�理論計算　機科学�計算機数学
)
　情報数学とは ﹁情報﹂という言葉に表れてい
るように�
 ﹁情報﹂をキ�ワ�ドにした�比較的
近代にな�て発展した数学の分野を総称して呼んでいます�
 純粋に論理的数学的思考による研究が
中心ですが�
 計算機などを利用した実験数学も重
要な研究方法の一つです�
　数学類では情報数学に関して�計算機数学�数
理統計学�数理論理学の３つの分野を学ぶことができます�
 
　計算機数学に関する講義では�
 コンピ��タは
いかに数式を扱うのか�から始めて�
 代数的アル
ゴリズムの初歩として
 多項式の
G
C
D計算と
因数分解�
 多項式イデアルのグレブナ�基底など
が学べます
　数理統計学に関する講義では�
 その基本である
分布論を踏まえて
 推定論�検定論などを系統的
に学ぶことができ�
 理論と応用において具体的な
事例を通して
 統計的センスを身につけられます�
 
　また数理論理学の講義では�私たちが数学をす
るときに無意識のうちに用いている論理を
 あら
ためて数学的対象として取り上げ�
 ゲ�デルの完
全性定理の内容と
 その証明方法が正確に理解で
きるように配慮してあります� 
　上記の講義を行う教員は先端的な研究をして
いるので�
 講義からは基本を学ぶだけでなく�
 世
界的に興味を持たれている最先端の
 研究なども
知ることができます�
 代数グループ　( 群論�環論�整数論�代数幾何学
)
　皆さんは２次方程式の解の公式について学んだ
と思いますが�実は３次や４次の方程式についても同様の公式があります�
　しかし�５次以上の方程式については
19世紀に
ノルウ��の数学者ア ベルにより一般的に解を求める公式は存在しないことが証明されました�
　さらに�天才ガロアは
 方程式の群
( ぐん
) とい
うものを考え�それを調べることで解の公式があるか
 どうかが分かるということを示しました�
これが近代代数学の始まりです�
　現在�代数学では群をはじめとする様々な代数
的構造が研究されています 主なものとしては�有限群�無限離散群�代数群�リ�群�リ 環�量子群�ホ�プ代数�多元環�等があります�
　さらに整数論や代数幾何 �群論や環論を
利用して�
 整数の性質や方程式で定義された図形
について調べる�ということも行われています
　長い歴史に培われた代数学の理論は物理学や化
学などの自然科学だけではなく�暗号理論など実社会でも大いに応用されています�数学類には以上にあげた分野の専門家が教員としてそろ�ており�講義・演習やセミナ�を通じて代数学の考え方を学ぶことができます�
   4   理工学群数学類
　１、２年次に学ぶ数学は、３、４年次に学ぶ数学に向けて
のウォームアップにあたります。１年次の数学の科目は専門
科目でなく、専門のための専門基礎科目にあたります。１、
２年次合わせて内容は大きく分けると、微分積分学、線形代
数学、集合と位相の３つで、いずれも数学のどの分野におい
ても基本的に必要かつ必須なものです。
　３年次の数学は、現代数学の第１ページというべきもの
で、内容は大きく分けると、代数学、幾何学、解析学、情報
数学です。また、３学期から４年のセミナーの前段階に相当
する卒業予備研究が始まります。授業や演習に出席するだけ
でなく、それぞれに興味を見出し、自ら専門書を読むなどし
てより理解を深めます。この卒業予備研究を通して数学を学
ぶ楽しさと数学の奥深さを実感できるものと思います。
　４年次の数学には、３年次の授業を基礎にしてさらに発展
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年４年３年２年１
微積分Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ
微積分Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ演習
線形代数Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ
線形代数Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ演習
数学特別講義Ⅰ
数学特別演習
解析Ⅰ,Ⅱ
解析Ⅰ,Ⅱ演習
線形代数続論
線形代数続論演習
●代数入門
●代数入門演習
●曲線と曲面
●曲線と曲面演習
●代数学ⅠA
●代数学ⅠA 演習
●代数学ⅠB
●代数学ⅠB 演習
●トポロジーⅠ,Ⅱ
●トポロジーⅠ演習
●多様体入門
●関数論
●関数論演習
●代数学Ⅱ,Ⅲ
●トポロジーⅢ
●微分幾何学
●微分方程式
●実解析Ⅲ
●複素解析
●関数解析
●確率論Ⅱ
●数理統計学Ⅱ
●実解析Ⅰ,Ⅱ
●実解析Ⅰ,Ⅱ演習
●確率論Ⅰ
●数理統計学Ⅰ
●数理論理学Ⅰ
●計算機数学Ⅰ
数学外書輪講Ⅱ
測量学
卒業予備研究
●数理論理学Ⅱ
●計算機数学Ⅱ
数学特別講義Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ
数学特論 A, B, C
●代数学特講
●幾何学特講
●解析学特講
●情報数学特講
集合入門
集合入門演習
●位相入門
●位相入門演習
●統計学
●計算機演習
数学外書輪講Ⅰ
総合科目
体育
情報処理
英語
卒業研究
数学類の主な授業
※科目を代数系は●、幾何系は●、解析系は●、情報数学系は●で色分けしてあります。数学は一体化してきているので、
たとえば将来代数を専攻したい人は、幾何や解析あたりの科目を履修しなくてもいいという意味ではありませんので、誤
解のないようにお願いします。
した内容の授業があるばかりでなく、次のような専門的授
業もあります。数論、リーマン幾何学、関数空間論、トポロ
ジー、微分方程式論、数理論理学、確率論、数理統計学、
計算機数学などで、学生諸君はこれらを学ぶことにより、純
粋数学のみならず情報数学を含む数理科学についても視野が
広がるように配慮されています。
　４年次には、卒業研究を受講することになります。卒業研
究ではセミナーが用意され、学生はそれぞれの研究分野への
関心に応じて、幾つかのグループに分かれます。セミナーで
は、それぞれの専門分野の数学について、研究発表をしたり
指導教員と議論を交えたりします。講義とはまた違った充実
感を味わえるものと思います。卒業研究発表会は日頃の成果
を示す恰好の場になります。
数学を凝視めて・・・
　未来を凝視めて・・・
み
　　
つ
み
　　
つ
Alexander Grothendieck
（1928～）無国籍
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高木  貞治
（1875- 1960）  日本
Henri  Poincare
（1854 - 1912）  フランス
■つくばエクスプレス：つくば駅で下車し、「筑波大学中央」行または
「筑波大学循環（右回り）」の関東鉄道バスに乗り、約10分で「第一
エリア前」に到着します。
■JR常磐線：土浦駅、荒川沖駅または、ひたち野うしく駅で下車し、
「筑波大学中央」行に乗り、約30～40分で「第一エリア前」に到着し
ます。または「つくばセンター」行に乗り、つくばセンタ （ーつくば駅）
で大学行のバスに乗り換えます。
■高速バス：東京八重洲南口高速バスターミナル発の「筑波大学中
央」行高速バスに乗り、「大学会館前」で下車、または「つくばセンタ
ー」行高速バスに乗り、つくばセンタ （ーつくば駅）から関東鉄道バ
スを利用します。
■自動車：常磐自動車道「桜・土浦I.C.」で降り、「東大通り」を北上す
ると、約15分で筑波大学中央入口に着きます。
筑波大学までの交通
60分
65分
5分 5分
45分（快速）
約15分
約10分
秋葉原駅 つくば駅
70ｋｍ
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桜・土浦I.C.
常磐自動車道 東大通り
バス JR常磐線
つくばエクスプレス
高速バス
（つくばセンター行 or 筑波大学中央行）
自動車
東京駅八重洲南口
上野駅 荒川沖駅 土浦駅ひたち野うしく駅
筑波大学中央行バス 約30～40分
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土木研究所
東光台
    研究団地
産業技術総合研究所
気象研究所
農業・生物系特定
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筑波大学
